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東海地域の稠密ＧＰＳ観測（第２報）

GPS Monitoring around Tokai Region (Second Report)
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東海地震の発生が予測されている東海地方において、国土地理院の GEONET観測網により 2000年頃から異常地殻変
動が観測された。その原因は、浜名湖周辺地域において、もぐりこむフィリピン海プレートの表面でゆっくりすべりが
生じているためであると考えられ、このゆっくりすべりの消長が注目された。そこで我々ＧＰＳ大学連合では、2003年
から 2004年にかけて、静岡県中西部地域の小中学校の校舎の屋上を利用して、GEONET観測網の間を縫うように約 60
点のＧＰＳ観測点を設置し、ＧＰＳ連続観測を開始した。データダウンロードのオンライン化は遅れており、現在でも
定期的に現地までデータを収集に行く必要がある。
今回、2004年 1月から 2006年 7月までのデータをこの地域のGEONETデータと合わせて解析したので報告する。解

析ソフトは GAMIT ver10.21で、アジア太平洋地域のＩＧＳ点 17点を基準に解析を行った。
得られた変位ベクトルをもとに、さまざまな三角網で歪を計算し、各地の歪の大きさを調べるとともに、三角網の取

り方の違いが得られる歪の結果に及ぼす影響について調べた。
静岡市と川根本町の市町境付近に歪の大きいところがみられたが、これは地すべり地域に設置されたＧＰＳ観測点が

影響しているようである。また、三角形のとり方については、一般に言われているように、正三角形に近い網を取った
ときのほうがよさそうであるが、あまりはっきりした結果は出なかった。
また、GEONET点のみで計算した歪図とＧＰＳ大学連合の観測点を加えた場合の歪図を比較して、今回の観測の有用

性を調べた。当然のことながら、観測点が多くなるとより細かい歪の変化が見られるが、これらの結果も紹介する。


